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今年度は新型コロナウイルス感染症が５類になったことで居宅介護支援部会では、筑前梨の木城の施設の協力もあり対面での管理者会を６月と１０月の２回行うことができました。
研修については、7/29（土）朝倉医師会研修センターにてACP（人生会議）について～朝倉医師会病院緩和ケア病棟師長　溝上千代美氏により、「もしもの時に自分はどうしたいか」という題目の研修を行いました。私たちケアマネは御利用者様の支援を行っていますが、いざ自分が御利用者様の立場になった時どうしたいのかということをACPのパズルを使用し行いました。改めて自分は・・・と考えさせられました。
　11/30（水）ピーポート　第４～５学習室にてグリーンコープの支援員、阪本伸介氏により「自立相談支援事業について」「就労準備支援事業について」岩本富美子氏により「家計改善支援事業についての講義をして頂きました。
アンケートでは、困りごと相談室の業務内容について学べて良かったという意見もありましたが、11/30は参加者が少なかったと思います。以前までは参加者が多かったのですが、コロナから皆さんの考えが変わられたのか、包括の研修会も詰めて毎月あっている状況なので日程を検討した方が良いのではないかとの意見もでました。来年度、部会での研修日程の調整が必要と考えられます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
